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売上高構成比 地域別売上高
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単位：百万円

2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度

経営成績
受注高 327,43�

経育克
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はじめに
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事業紹介

〉〉〉環境保全システム

〉〉〉プラント

〉〉〉原動機

〉〉〉環境ソリューション

〉〉〉プレス機械
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環境事業
事業の概況

松山市西クリーンセンター

受注高

売上高

営業利益

（2011年度：1,369億円） 

（2011年度：1,281億円） 

（2011年度：84億円） 

（2011年度：+45.5 （2011
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開発、ペットボトル用の電子線滅菌装置や画像処理技術をコア
とした食品検査装置や交通機関に搭載する事故検知装置などの
開発を進めました。また、福島原発事故対応としては、大量の米
袋を連続検査できるベルトコンベア式の放射線検査装置を製品
化しました。
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役員の状況
（2013年6月25日現在）
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連結損益計算書

連結包括利益計算書

（2012年4月1停年3月31停 
 

 
 

売
上

高
303,036296,792売上原価252,891

246,046売上総利益50,144

50,745販売費及でĽ 燕 38,776

3�
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連結キャッシュ・フロー計算書
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会社の概要
創 業



当社は、環境コミュニケーションの重要なツールとして、


